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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第37期
第２四半期
連結累計期間

第38期
第２四半期
連結累計期間

第37期
第２四半期
連結会計期間

第38期
第２四半期
連結会計期間

第37期

会計期間

自　平成22年
　　３月１日
至　平成22年
　　８月31日

自　平成23年
　　３月１日
至　平成23年
　　８月31日

自　平成22年
　　６月１日
至　平成22年
　　８月31日

自　平成23年
　　６月１日
至　平成23年
　　８月31日

自　平成22年
　　３月１日
至　平成23年
　　２月28日

売上高 (千円) 14,933,93416,062,1847,598,6008,155,88928,796,542

経常利益 (千円) 397,697763,729244,962324,664391,635

四半期(当期)純利益 (千円) 169,627328,369 88,408 113,059104,648

純資産額 (千円) ― ― 4,025,3874,323,5973,997,563

総資産額 (千円) ― ― 27,154,87827,219,72626,399,454

１株当たり純資産額 (円) ― ― 271.91 292.05 270.03

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.46 22.18 5.97 7.64 7.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 14.82 15.88 15.14

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 921,1621,109,883 ― ― 498,016

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 44,670 17,902 ― ― 121,937

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △612,324△229,237 ― ― △697,584

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,415,9101,883,319984,770

従業員数 (名) ― ― 388 370 383

(注) １　売上高には、消費税及び地方消費税(以下消費税等とする)は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名)
370
(93)

(注) １　従業員数には、準社員(224名)及び定時社員（パートタイマー）は含んでおりません。

２　従業員欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人数（１人１日８時間換算）であ

ります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名)
370
(93)

(注) １　従業員数には、準社員(223名)及び定時社員（パートタイマー）は含んでおりません。

２　従業員欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人数（１人１日８時間換算）でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 商品仕入実績(千円) 前年同四半期比(%)

ホームセンター 3,503,426 ―

WILD－１ 1,071,088 ―

専門店 865,352 ―

店舗開発 ― ―

その他 ― ―

合計 5,439,867 ―

(注) １　セグメント間取引については相殺消去しております。

２　金額は、仕入価額によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　セグメントごとの各構成内容は、次のとおりであります。

　(1)　ホームセンター事業……………（ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、文具、食品等）

　(2)　WILD－１事業……………………（アウトドア用品等）

　(3)　専門店事業………………………（リサイクル商品、業務用食材、飲食店等）

　(4)　店舗開発事業……………………（不動産賃貸、アミューズメント施設等）

　(5)　その他の事業……………………（子会社の経営する不動産事業及び保険代理店事業等）
　

(2) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売実績(千円) 前年同四半期比(%)

ホームセンター 5,252,592 ―

WILD－１ 1,748,983 ―

専門店 1,247,683 ―

店舗開発 219,683 ―

その他 6,883 ―

合計 8,475,827 ―

(注) １　セグメント間取引については相殺消去しております。

２　金額は、販売価額によっております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　セグメントごとの各構成内容は、「(1)商品仕入実績」をご参照ください。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間（平成23年６月１日から平成23年８月31日）におけるわが国経済は、東日

本大震災より５ヶ月が経過し、被災企業の復旧が進むと共に商品の供給および物流網が回復に向かう中、

今夏の電力供給不足による節電の影響や福島原発事故による放射線被害に加え、新たな欧米の財政不安

などにより、いまだ先行きの不透明感は払拭されません。そのため、雇用情勢ならびに所得環境は依然と

して厳しい状況であります。

　このような状況の中、当社グループにおける第２四半期連結会計期間は、売上高81億55百万円（前年同

四半期比7.3％増）となりました。販売費及び一般管理費の削減に努め、営業利益４億７百万円（前年同

四半期比23.8％増）、経常利益３億24百万円（前年同四半期比32.5％増）、特別損失に賃貸店舗の契約終

了に伴う固定資産除売却損91百万円及び東日本大震災に伴う災害損失10百万円を計上したことにより、

四半期純利益１億13百万円（前年同四半期比27.9％増）となり前年同四半期連結会計期間と比較して増

収、増益となりました。

　

なお、報告セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

〔ホームセンター事業〕

ホームセンター事業につきましては、復旧・復興に関わる住関連商品を中心に売上が伸びました。夏の

全国的な電力供給不足に備え、節電対策や暑さ軽減対策商品として、よしず、すだれ、扇風機などが売上を

伸ばしました。平成23年７月にホームセンター鷲宮店（埼玉県久喜市）の改装を実施、売場レイアウトの

変更と商品構成を見直し、お客様の利便性を高めました。また、昨年より開始した、高齢者向けのカタログ

宅配サービス（スマイル便）は、取扱い店舗を順次拡大し現在11店舗でサービスを実施し、地域のお客様

にきめ細かなサービスの強化を図りました。

　これらの結果、ホームセンター事業における営業収益は52億52百万円、セグメント利益は２億11百万円

となりました。

　

〔WILD－１事業〕

WILD－１事業 につきましては、震災後、被災地を中心に、防災用品やキャンプ用品の需要が高まり、新

規のお客様の来店に繋がったことで売上も順調に推移いたしました。新規会員様を含め、イベント情報な

どの会員向けサービスを充実させることにより顧客の固定化に努めてまいります。また、平成23年７月よ

りWILD－１印西ビッグホップ店によるインターネットショップ「WILD－１オンラインストア 印西」を

開設し販売機会を拡充いたしました。

　これらの結果、WILD－１事業における営業収益は17億48百万円、セグメント利益は１億84百万円となり

ました。
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〔専門店事業〕

専門店事業につきましては、業務スーパー店舗において、震災時に備蓄用食料、飲料水などの需要が急

増いたしました。円高や原発事故の影響により、消費者の安くて安心な食材思考に業務スーパーの販売コ

ンセプトが合致し、前年度と比較して客数、売上が好調に伸びております。平成23年４月に出店した業務

スーパー栃木店（栃木県栃木市）は計画を上回る売上で推移しております。また、オフハウス店舗は、欧

米の財政不安による貴金属の高騰により貴金属類の買取り並びに販売が増加しております。販売面では、

リユース商品の点検・修理・クリーニングを強化し、お客様への商品訴求を強化してまいりました。

　これらの結果、専門店事業における営業収益は12億47百万円、セグメント利益は69百万円となりました。

　

〔店舗開発事業〕

店舗開発事業につきましては、不動産賃貸並びにアミューズメント施設が安定した収益をあげており

ます。

　店舗開発事業における営業収益は２億19百万円、セグメント利益は41百万円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

　資産・負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、272億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億

20百万円増加となりました。主な要因としては、減価償却や敷金及び保証金の返還による固定資産の減少

５億45百万円の減少要因に対し、売上増に伴う現金及び預金の増加９億88百万円、クレジット販売による

売掛金の増加42百万円及び季節商品等の仕入による商品の増加２億44百万円の増加要因によるものであ

ります。

負債は、228億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億94百万円増加となりました。主な要因とし

ては、短期借入金の減少４億49百万円及び確定拠出年金制度移行等による退職給付引当金の減少５億42

百万円の減少要因に対し、支払手形及び買掛金の増加６億92百万円、長期借入金の増加２億69百万円及び

確定拠出年金制度への分割移管金等によるその他固定負債の増加５億４百万円の増加要因によるもので

あります。

純資産は、43億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億26百万円増加となりました。主な要因と

しては、当第２四半期連結累計期間において四半期純利益３億28百万円を計上したことによるものであ

ります。この結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は15.9％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期会

計期間末に比べ１億95百万円増加し、18億83百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ３億94百万

円減少し２億50百万円となりました。主な要因としては、税金等調整前四半期純利益２億23百万円、減価

償却費１億６百万円、たな卸資産の減少額３億81百万円、売上債権の減少額28百万円及び固定資産除却損

91百万円の増加要因に対し、仕入債務の減少額５億93百万円の減少要因によるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において投資活動の結果得られた資金は、２百万円(前年同四半期は１百万

円の使用)となりました。主な要因としては、有形固定資産の取得による支出34百万円、敷金及び保証金の

差入による支出７百万円及び預り保証金の返還による支出28百万円の減少要因に対し、敷金及び保証金

の回収による収入72百万円の増加要因によるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期に比べ１億43百万

円減少し57百万円となりました。主な要因としては、長期借入れによる収入８億円の増加要因に対し、短

期借入金の純減少額３億14百万円及び長期借入金の返済による支出５億30百万円の減少要因によるもの

であります。

　
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

①  提出会社

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

②  国内子会社

該当事項はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 51,000,000

計 51,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,100,000 16,100,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
1,000株

計 16,100,000 16,100,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年８月31日 ― 16,100,000 ― 1,926 ― 1,864
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

服部商会株式会社 栃木県宇都宮市江曽島５丁目７番23号 4,359 27.08

服　部　京　子 栃木県宇都宮市 2,915 18.11

千　葉　ゆきえ 千葉県白井市 918 5.71

服　部　正　吉 栃木県宇都宮市 564 3.51

服　部　良　江 栃木県宇都宮市 518 3.22

カンセキ社員持株会 栃木県宇都宮市西川田本町３丁目１番１号 468 2.91

カンセキ取引先持株会 栃木県宇都宮市西川田本町３丁目１番１号 311 1.93

株式会社カーマ 愛知県刈谷市日高町３丁目411番地 286 1.78

株式会社足利銀行 栃木県宇都宮市桜４丁目１番25号 244 1.52

株式会社栃木銀行 栃木県宇都宮市西２丁目１番18号 231 1.43

計 ― 10,816 67.18

(注)　上記のほか当社所有の自己株式1,295千株(8.05％)があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    1,295,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   14,801,000 14,801 ―

単元未満株式 普通株式        4,000― ―

発行済株式総数 16,100,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,801 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社カンセキ

栃木県宇都宮市西川田本町
３丁目１番１号

1,295,000 ― 1,295,0008.04

計 ― 1,295,000 ― 1,295,0008.04

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 94 97 97 97 165 118

最低(円) 74 86 90 92 93 104

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,035,829 1,047,281

売掛金 204,425 162,001

商品 4,509,207 4,264,681

その他 699,482 608,877

貸倒引当金 △3,677 △3,691

流動資産合計 7,445,268 6,079,150

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,109,312 4,443,204

土地 11,748,472 11,752,683

その他（純額） 195,014 166,447

有形固定資産合計 ※
 16,052,799

※
 16,362,335

無形固定資産 709,354 761,566

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,683,591 2,855,621

その他 328,891 340,800

貸倒引当金 △227 △116

投資その他の資産合計 3,012,255 3,196,304

固定資産合計 19,774,409 20,320,207

繰延資産 48 96

資産合計 27,219,726 26,399,454

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,904,896 3,212,597

短期借入金 6,607,508 7,057,100

未払法人税等 305,022 199,741

ポイント引当金 145,836 127,464

その他 608,336 717,399

流動負債合計 11,571,599 11,314,302

固定負債

長期借入金 9,366,648 9,096,874

退職給付引当金 617,726 1,159,859

役員退職慰労引当金 28,340 28,340

資産除去債務 81,390 －

長期預り敷金保証金 591,388 667,634

その他 639,035 134,880

固定負債合計 11,324,529 11,087,588

負債合計 22,896,129 22,401,890
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,926,000 1,926,000

資本剰余金 1,864,000 1,864,000

利益剰余金 743,604 415,235

自己株式 △232,317 △232,317

株主資本合計 4,301,286 3,972,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,310 24,645

評価・換算差額等合計 22,310 24,645

純資産合計 4,323,597 3,997,563

負債純資産合計 27,219,726 26,399,454
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 14,933,934 16,062,184

売上原価 10,636,109 11,441,881

売上総利益 4,297,825 4,620,303

営業収入 717,149 617,454

営業総利益 5,014,975 5,237,757

販売費及び一般管理費 ※
 4,445,533

※１
 4,318,424

営業利益 569,441 919,333

営業外収益

受取利息 1,355 764

受取配当金 2,600 3,059

受取保険金 9,294 10,339

その他 3,774 7,683

営業外収益合計 17,024 21,846

営業外費用

支払利息 183,618 176,618

その他 5,149 832

営業外費用合計 188,768 177,450

経常利益 397,697 763,729

特別利益

固定資産売却益 － 111,811

賃貸借契約解約益 1,800 60

店舗閉鎖損失引当金戻入額 1,295 －

特別利益合計 3,095 111,871

特別損失

固定資産除売却損 5,744 118,371

賃貸借契約解約損 22,491 88

災害による損失 － ※２
 125,905

退職給付制度改定損 － 50,159

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 37,696

その他 － 7,190

特別損失合計 28,235 339,411

税金等調整前四半期純利益 372,557 536,189

法人税、住民税及び事業税 217,141 286,920

法人税等調整額 △14,211 △79,099

法人税等合計 202,930 207,820

少数株主損益調整前四半期純利益 － 328,369

四半期純利益 169,627 328,369
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 7,598,600 8,155,889

売上原価 5,378,558 5,822,099

売上総利益 2,220,041 2,333,789

営業収入 371,615 319,938

営業総利益 2,591,657 2,653,728

販売費及び一般管理費 ※
 2,262,635

※１
 2,246,471

営業利益 329,022 407,256

営業外収益

受取利息 735 323

受取配当金 2,123 2,498

受取保険金 5,785 63

その他 2,147 1,750

営業外収益合計 10,793 4,636

営業外費用

支払利息 90,018 86,824

その他 4,834 404

営業外費用合計 94,853 87,228

経常利益 244,962 324,664

特別損失

固定資産除売却損 4,050 91,011

賃貸借契約解約損 19,211 88

災害による損失 － ※２
 10,526

その他 － 28

特別損失合計 23,261 101,654

税金等調整前四半期純利益 221,700 223,009

法人税、住民税及び事業税 159,771 107,585

法人税等調整額 △26,479 2,364

法人税等合計 133,292 109,950

少数株主損益調整前四半期純利益 － 113,059

四半期純利益 88,408 113,059
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 372,557 536,189

減価償却費 233,040 211,396

支払利息 183,618 176,618

固定資産売却損益（△は益） － △105,248

固定資産除却損 － 111,808

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 37,696

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,172 △245,100

売上債権の増減額（△は増加） △65,313 △42,424

仕入債務の増減額（△は減少） 394,127 692,298

その他 48,341 93,508

小計 1,153,200 1,466,742

利息及び配当金の受取額 3,956 3,823

利息の支払額 △186,274 △176,786

法人税等の支払額 △49,718 △183,896

営業活動によるキャッシュ・フロー 921,162 1,109,883

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △90,000

有形固定資産の取得による支出 △48,074 △106,365

有形固定資産の売却による収入 － 357,099

無形固定資産の取得による支出 △5,900 △2,390

敷金及び保証金の差入による支出 △36,173 △32,259

敷金及び保証金の回収による収入 157,986 199,510

預り保証金の返還による支出 △19,913 △296,017

預り保証金の受入による収入 3,200 1,120

その他 △6,454 △12,794

投資活動によるキャッシュ・フロー 44,670 17,902

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,100,500 △794,000

長期借入れによる収入 1,370,000 1,650,000

長期借入金の返済による支出 △807,848 △1,035,818

社債の償還による支出 △53,000 △25,000

その他 △20,976 △24,419

財務活動によるキャッシュ・フロー △612,324 △229,237

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 353,509 898,548

現金及び現金同等物の期首残高 1,062,401 984,770

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,415,910

※
 1,883,319

EDINET提出書類

株式会社カンセキ(E03179)

四半期報告書

17/31



【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年３月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用

しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ1,725千円、税金等調整前四半期純

利益は39,422千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は80,663千円

であります。

 

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「固

定資産除却損」は重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、

前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「固定資産除却

損」は5,744千円であります。

 

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日)

（退職給付制度の変更）

　提出会社は、平成23年４月１日より現行の適格年金制度を廃止し、確定拠出年金制度及び退職一時金制度へ移

行することにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用し、

確定拠出年金制度等への移行部分については退職給付制度の一部終了の処理を行っております。

　本移行に伴う影響額は、当第２四半期連結累計期間の特別損失として50,159千円計上しております。

 

（賃金規定の改定）

前連結会計年度末より賃金規定の改定を行い、支給対象期間を以下のとおり変更いたしました。

　変更前　夏季賞与　12月１日から５月末日　　　　冬季賞与　６月１日から11月末日

　変更後　夏季賞与　３月１日から８月末日　　　　冬季賞与　９月１日から２月末日

　これにより、当第２四半期連結会計期間末において賞与引当金を計上しておりません。なお、この変更による損

益への影響は軽微であります。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

10,526,959千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

10,814,572千円

　

EDINET提出書類

株式会社カンセキ(E03179)

四半期報告書

19/31



　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年８月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　項目 金額

　給与手当 1,543,543千円

　賞与引当金繰入額 27,727 〃

　退職給付費用 167,042 〃

　地代家賃 1,082,982 〃

　その他 1,624,237 〃

　合　計 4,445,533 〃

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　項目 金額

　給与手当 1,520,732千円

　退職給付費用 153,067 〃

　地代家賃 992,158 〃

　ポイント引当金繰入額 18,372 〃

　その他 1,634,093 〃

　合　計 4,318,424 〃

 
　 ※２　災害による損失

　東日本大震災による損失額であり、内訳は次の通りであ

ります。

　項目 金額

　復旧費用 93,116千円

　たな卸資産廃棄損 32,789 〃

　合　計 125,905 〃

 
　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日 
  至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年６月１日 
  至　平成23年８月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　項目 金額

　給与手当 776,339千円

　賞与引当金繰入額 27,727 〃

　退職給付費用 83,535 〃

　地代家賃 537,453 〃

　その他 837,579 〃

　合　計 2,262,635 〃

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　項目 金額

　給与手当 766,385千円

　退職給付費用 76,637 〃

　地代家賃 495,311 〃

　ポイント引当金繰入額 37,671 〃

　その他 870,466 〃

　合　計 2,246,471 〃

 
　 ※２　災害による損失

　東日本大震災による損失額であり、内訳は次の通りであ

ります。

　項目 金額

　復旧費用 10,526千円

　合　計 10,526 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年８月31日)

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成22年８月31日現在)

 

現金及び預金 1,478,420千円

預入期間が３か月を越える

定期預金
62,509 〃

現金及び現金同等物 1,415,910 〃
 

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成23年８月31日現在)

 

現金及び預金 2,035,829千円

預入期間が３か月を越える

定期預金
152,510 〃

現金及び現金同等物 1,883,319 〃

 

　

(株主資本等関係)

　

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)及び

当第２四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年８月31日)

　
１　発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,100,000

　
２　自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,295,800

　
３　新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日)

　

　
ホームセンター

（千円）

WILD－１

（千円）

不動産賃貸

（千円）

その他

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する

　　　営業収益
4,967,1721,631,308271,3791,100,3567,970,216 ― 7,970,216

　(2) セグメント間の

　　　内部営業収益又は

　　　振替高

196 ― 13,959 369 14,525 (14,525) ―

計 4,967,3691,631,308285,3381,100,7257,984,741(14,525)7,970,216

営業利益 211,605180,221 53,666 47,051 492,544(163,521)329,022

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な商品等

　(1)　ホームセンター事業……………（ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、文具、食品等）

　(2)　WILD－１事業……………………（アウトドア用品）

　(3)　不動産賃貸事業…………………（不動産賃貸等）

　(4)　その他の事業……………………（業務用食材等、リサイクル商品、飲食店）
　

前第２四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日)
　

　
ホームセンター

（千円）

WILD－１

（千円）

不動産賃貸

（千円）

その他

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

営業収益 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する

　　　営業収益
9,942,2902,965,502527,2412,216,04915,651,084 ― 15,651,084

　(2) セグメント間の

　　　内部営業収益又は

　　　振替高

379 ― 27,918 774 29,072 (29,072) ―

計 9,942,6702,965,502555,1602,216,82415,680,157(29,072)15,651,084

営業利益 398,539264,155 90,994 109,605863,294(293,853)569,441

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な商品等

　(1)　ホームセンター事業……………（ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、文具、食品等）

　(2)　WILD－１事業……………………（アウトドア用品）

　(3)　不動産賃貸事業…………………（不動産賃貸等）

　(4)　その他の事業……………………（業務用食材等、リサイクル商品、飲食店）
　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
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【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社グループの事業については、グループの各事業会社が取り扱う商品・サービスについての事業展開・

戦略を立案し、事業活動を行っております。

　従って、当社は事業本部を基礎とした商品・サービス別セグメントから構成されており「ホームセンター

事業」、「WILD－１事業」、「専門店事業」及び「店舗開発事業」を報告セグメントとしております。

　「ホームセンター事業」は、ホームセンターの経営をしております。「WILD－１事業」はアウトドア用品

の専門店を経営しております。「専門店事業」は、主にフランチャイズ契約によるリサイクル商品販売のオ

フハウス及び業務用食品等の販売の業務スーパー並びに飲食店の経営をしております。「店舗開発事業」

は、不動産賃貸管理及びアミューズメント施設の管理をしております。
　

２  報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
ホームセン

ター
WILD－１ 専門店 店舗開発 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への営業収益 10,379,8423,341,5832,506,952437,32416,665,70213,93616,679,639― 16,679,639

  セグメント間の内部

  営業収益又は振替高
― ― ― 6,534 6,53436,96543,499△43,499 ―

計 10,379,8423,341,5832,506,952443,85816,672,23650,90116,723,138△43,49916,679,639

セグメント利益 555,678379,541155,70980,9611,171,89113,3901,185,281△265,948919,333

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び保険代理店事業等

を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△265,948千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△265,948千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
ホームセン

ター
WILD－１ 専門店 店舗開発 計

営業収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への営業収益 5,252,5921,748,9831,247,683219,6838,468,9446,8838,475,827― 8,475,827

  セグメント間の内部

  営業収益又は振替高
― ― ― 3,267 3,26718,48521,752△21,752 ―

計 5,252,5921,748,9831,247,683222,9508,472,21125,3688,497,579△21,7528,475,827

セグメント利益 211,662184,67369,50941,561507,4077,174514,582△107,325407,256

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び保険代理店事業等

を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△107,325千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△107,325千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)及び当第２四半期連結累計

期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号  平成20年３月21日)を適用しております。
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(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものでは

ありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

当社グループは、ストック・オプションを発行しておりませんので、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。

　

(賃貸等不動産関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

賃貸等不動産において、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

　 　

　 292.05円
　

　 　

　 270.03円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 4,323,597 3,997,563

普通株式に係る純資産額(千円) 4,323,597 3,997,563

普通株式の発行済株式数(千株) 16,100 16,100

普通株式の自己株式数(千株) 1,295 1,295

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

14,804 14,804

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 11.46円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。
 
 

１株当たり四半期純利益金額 22.18円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。

 
(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 
  至　平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 169,627 328,369

普通株式に係る四半期純利益(千円) 169,627 328,369

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,804 14,804

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。
 
 

１株当たり四半期純利益金額 7.64円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため記載しておりません。
 
 

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日 
  至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年６月１日 
  至　平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 88,408 113,059

普通株式に係る四半期純利益(千円) 88,408 113,059

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,804 14,804
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２２年１０月１４日

株 式 会 社 　カ 　ン 　セ 　キ

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　真一郎　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　和　哲　夫　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社カンセキの平成２２年３月１日から平成２３年２月２８日までの連結会計年度の

第２四半期連結会計期間（平成２２年６月１日から平成２２年８月３１日まで）及び第２四半期

連結累計期間（平成２２年３月１日から平成２２年８月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有

する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、

我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の

監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カンセキ及び連結

子会社の平成２２年８月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及

び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

　

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年１０月１３日

株 式 会 社 　カ 　ン 　セ 　キ

取　締　役　会　　御　中

　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　真一郎　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鳥　羽　正　浩　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社カンセキの平成２３年３月１日から平成２４年２月２９日までの連結会計年度の

第２四半期連結会計期間（平成２３年６月１日から平成２３年８月３１日まで）及び第２四半期

連結累計期間（平成２３年３月１日から平成２３年８月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有

する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、

我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の

監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カンセキ及び連結

子会社の平成２３年８月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及

び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

　

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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